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大
学
の
質
の
保
証
は
、
大
学
間
の
国
際
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

学
生
や
社
会
の
高
度
化
・
多
様
化
す
る
需
要
に
大
学
が
応
え
る
た
め
に
、
不

可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
央
教
育
審
議
会
（
中
教
審
）
の
大
学
分

科
会
で
は
、
現
在
、
大
学
の
質
保
証
に
関
す
る
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
号
以
降
、
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
各
要
素
の
概
要
及
び
我
が
国

の
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
主
に
設
置
認
可
制
度
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
大
学
分
科
会
で
の
審
議
状
況
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
今
回
は
、
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
れ
を
構
成
す
る
各
要
素

の
概
要
と
、
今
回
の
審
議
の
契
機
の
一
つ
で
あ
る
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
設
置
認
可
審
査
の
準
則
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一　

公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
及
び
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
各
要
素
の
概
要

大
学
分
科
会
で
は
、
質
保
証
の
た
め
の
公
的
な
制
度(

公
的
な
質
保
証
シ

ス
テ
ム)

と
し
て
、 

・
最
低
基
準
を
定
め
る
「
設
置
基
準
」

・
最
低
基
準
の
担
保
の
た
め
の
「
設
置
認
可
審
査
」

・
設
置
後
の
確
認
の
た
め
の
「
認
証
評
価
」

の
三
つ
に
、

・
大
学
の
活
動
を
支
え
る
公
財
政
支
援

を
加
え
、
こ
れ
ら
の
一
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
公
的
な
質
保

証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
設
置
基
準
、
設
置
認
可
審
査
、
認
証
評
価
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
最
低
基
準
を
定
め
る
「
設
置
基
準
」

我
が
国
の
大
学
に
関
す
る
法
令
上
の
規
定
と
し
て
は
、
教
育
基
本
法
に
大

学
の
規
定
（
第
七
条
）
が
あ
る
ほ
か
、
学
校
教
育
法
が
大
学
の
目
的
（
第

八
三
条
）
や
学
位
の
授
与
（
第
一
〇
四
条
）
等
の
基
本
的
枠
組
み
を
定
め
て

い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
令
で
あ
る
「
大
学
設
置
基
準
」
が
、「
大
学
を

設
置
す
る
の
に
必
要
な
最
低
の
基
準
」
を
定
め
て
い
る
。（
こ
の
ほ
か
、「
大

学
通
信
教
育
設
置
基
準
」、「
短
期
大
学
設
置
基
準
」、「
短
期
大
学
通
信
教
育

設
置
基
準
」、「
大
学
院
設
置
基
準
」、「
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
関
す
る
基
準
を
定
め
て
い
る
。）

   
中
教
審
・
大
学
分
科
会「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」の
審
議
状
況（
４
）

　

 
～
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
と
設
置
認
可
審
査
の
準
則
化
に
つ
い
て
～

文
部
科
学
省　

高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
・
高
等
教
育
政
策
室
専
門
職　

八
田　

聡
史　
　

連
載
・
大
学
分
科
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
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こ
う
し
た
設
置
基
準
を
通
じ
て
、
①
大
学
の
入
学
資
格
や
修
業
年
限
、
組

織
編
成
等
の
基
本
的
枠
組
み
に
関
す
る
規
定
、
②
大
学
が
備
え
る
べ
き
教
員

組
織
、
施
設
設
備
等
の
人
的
・
物
的
要
素
の
最
低
基
準
を
定
め
る
規
定
、
③

大
学
の
教
育
活
動
や
こ
れ
に
関
連
す
る
活
動
の
規
範
を
定
め
る
規
定
、
④
学

生
の
履
修
や
卒
業
要
件
に
関
す
る
規
定
、
な
ど
大
学
と
し
て
の
基
本
的
な
要

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
） 

最
低
基
準
の
担
保
の
た
め
の
「
設
置
認
可
審
査
」

公
立
・
私
立
の
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
文
部
科
学
大
臣
の

認
可
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
大
学

設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
（
設
置
審
）
に
諮
問
し
、
設
置
審
は
、
申
請
に
対

す
る
審
査
を
行
う
。
国
立
大
学
に
も
、
同
様
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
設
置
認
可
審
査
で
は
、「
設
置
基
準
」
を
認
可
に
際
し
て
の
基
準
と
し
、

各
大
学
の
設
置
趣
旨
や
人
材
養
成
目
的
に
応
じ
た
対
応
、
各
大
学
の
創
意
工

夫
を
促
す
観
点
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る
高
度
な
専
門
性
に
基
づ
く
審
査
（
ピ

ア
・
レ
ビ
ュ
ー
）
に
多
く
を
委
ね
て
い
る
。
設
置
認
可
の
対
象
は
、
学
位
の

種
類
・
分
野
の
変
更
を
伴
う
学
部
、
研
究
科
等
の
教
育
研
究
上
の
組
織
の
設

置
・
変
更
等
で
あ
り
、
完
成
年
度
後
に
お
け
る
担
当
教
員
や
教
育
課
程
の
変

更
は
各
大
学
の
判
断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

設
置
認
可
申
請
内
容
に
は
、
認
可
後
の
初
年
度
に
入
学
す
る
学
生
が
卒
業

す
る
年
度
（
完
成
年
度
）
ま
で
の
計
画
（
設
置
計
画
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
が
設
置
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
、
設
置
認
可
を
行
う
た
め

の
最
低
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
設
置
認
可
の
意
義
を
担
保
す
る

目
的
で
、
完
成
年
度
ま
で
は
、
設
置
計
画
履
行
状
況
等
調
査
（
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
）
が
行
わ
れ
、
設
置
計
画
の
履
行
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

（
3
）
設
置
後
の
確
認
の
た
め
の
「
認
証
評
価
」

平
成
一
六
年
度
に
始
ま
っ
た
認
証
評
価
制
度
に
よ
り
、
大
学
は
七
年
以
内

に
一
回
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た
機
関
（
認
証
評
価
機
関
）
に
よ

る
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
各
認
証
評
価
機
関
は
、

自
ら
が
定
め
る
大
学
評
価
基
準
に
大
学
が
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
結
果
は
「
適
合
」、「
不
適
合
」
又
は
「
保
留
」
と
い
っ
た
概
念
で

示
さ
れ
る
。
こ
の
大
学
評
価
基
準
の
内
容
は
、
文
部
科
学
省
令
に
よ
り
、
設

置
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
お
り
、
認
証
評
価
で
は
、
設
置

基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
の
ほ
か
、
各
大
学
の
特
色
あ
る
教
育
研

究
の
進
展
に
資
す
る
観
点
か
ら
の
評
価
等
を
行
う
。

二　

我
が
国
の
公
的
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
転
換
と
設
置
認
可
審
査
の
準
則
化

（
１
）
事
前
規
制
型
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
へ
の
問
題
意
識

こ
の
、
事
前
規
制
と
し
て
の
設
置
基
準
と
設
置
認
可
審
査
、
事
後
チ
ェ
ッ

ク
と
し
て
の
認
証
評
価
を
併
用
し
て
大
学
の
質
保
証
を
行
う
枠
組
み
は
、
認

証
評
価
制
度
が
整
備
さ
れ
た
平
成
一
六
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
五

年
以
前
は
、
設
置
基
準
と
、
設
置
認
可
審
査
に
よ
る
事
前
規
制
に
重
点
を
置

い
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

平
成
一
五
年
以
前
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学
の
自
主
性
・
自
立
性
を
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尊
重
し
、
設
置
認
可
後
の
大
学
に
自
律
的
な
質
保
証
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
整
備
に
関
し
、
質

の
保
証
の
観
点
か
ら
一
定
程
度
の
共
通
性
を
担
保
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
設
置
認
可
審
査
に
お
い
て
学
校
教
育
法
・
大
学

設
置
基
準
等
の
法
令
の
抽
象
的
な
規
定
を
補
う
た
め
、
大
学
設
置
・
学
校
法

人
審
議
会
の
決
定
・
申
し
合
わ
せ
と
い
っ
た
内
規
に
よ
っ
て
具
体
的
な
基
準

を
定
め
て
い
た
。

当
時
も
大
学
設
置
基
準
に
自
己
点
検
・
評
価
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
第
三
者
評
価
は
未
成
熟
で
あ
っ
た
。
事
前
規
制
に
重
点
を

置
い
た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
教
育
活
動
に
必
要
な
諸
条
件
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、

実
際
の
教
育
活
動
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
多
様
な
大
学

評
価
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
事
前
規
制
型
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
へ
の
過
度
の

依
存
は
、
大
学
の
画
一
化
や
、
新
た
な
取
り
組
み
の
抑
制
に
つ
な
が
る
懸
念

も
あ
っ
た
。

（
２
）
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
受
け
て
、
平
成
一
三
年
一
二
月
、
文
部
科
学
大
臣

（
当
時
）
よ
り
、
諮
問
「
今
後
の
高
等
教
育
改
革
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」

が
な
さ
れ
た
。
諮
問
で
は
、
設
置
認
可
の
望
ま
し
い
在
り
方
に
つ
い
て
、
大

学
評
価
の
充
実
・
推
進
方
策
の
在
り
方
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
幅
広
く
検
討

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
一
二
月
の
総
合
規
制
改
革
会
議
「
規
制
改
革
の
推
進

に
関
す
る
第
一
次
答
申
」
で
は
、
競
争
的
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
通
じ
て

大
学
の
教
育
研
究
活
動
を
活
性
化
し
、
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
大
学

の
設
置
等
に
係
る
事
前
規
制
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
事
後
的
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
大
学
の
設
置
認
可
に
つ
い
て
は
、
大

学
設
置
認
可
制
度
の
準
則
化
が
提
言
さ
れ
た
。

（
準
則
化
…
様
々
な
法
的
問
題
点
に
つ
い
て
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
基
準
や
解

釈
を
明
確
に
示
す
こ
と
）

（
3
）
答
申｢

大
学
の
質
の
保
証
に
係
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て｣

及
び
そ
の
後
の
制
度
改
正

平
成
一
四
年
八
月
、
中
教
審
に
お
い
て
答
申｢

大
学
の
質
の
保
証
に
係
る

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て｣

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
答
申
で

は
、
前
述
の
総
合
規
制
改
革
会
議
第
一
次
答
申
も
踏
ま
え
、
事
前
規
制
で
あ

る
設
置
認
可
制
度
を
見
直
し
、
国
の
関
与
は
謙
抑
的
と
し
つ
つ
、
設
置
後
も

含
め
て
官
民
の
シ
ス
テ
ム
全
体
で
大
学
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
の
必
要
性
が

提
言
さ
れ
た
。

本
答
申
を
受
け
て
、
事
前
規
制
と
し
て
の
設
置
認
可
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
五
年
度
に
大
学
設
置
基
準
等
が
改
正
さ
れ
た
。
基
準
の
一
覧
性
を
高
め
、

明
確
化
す
る
観
点
か
ら
、
審
議
会
内
規
に
定
め
て
い
た
設
置
認
可
審
査
の
基

準
は
、
大
学
の
質
の
確
保
の
た
め
最
低
限
の
基
準
と
し
て
必
要
な
事
項
に
限

定
し
て
、
告
示
以
上
の
法
令
に
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
審
議
会
内
規
は
、

す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
さ
れ
た
審
査
の
基
準
に
係
る
審
議
会
内
規
の
う

ち
、
大
学
設
置
基
準
等
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

例
が
あ
る
。
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〈
内
規
の
廃
止
に
伴
い
、
審
査
基
準
の
う
ち
法
令
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
（
例
）〉

（
１
）
教
育
内
容
に
関
す
る
も
の

○ 

履
修
指
導
・
シ
ラ
バ
ス
の
配
慮

・
教
育
課
程
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
少
人
数
に
よ
る
授
業
、
対
話
・
討

論
型
、
双
方
向
的
な
授
業
の
積
極
的
な
導
入
、
十
分
な
履
修
指
導
の
実
施

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
授
業
計
画
の
作
成
等
に
つ
い
て
も
な
る

べ
く
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
施
設
・
設
備
に
関
す
る
も
の

○ 

図
書
館
の
閲
覧
座
席
数

・
閲
覧
室
に
つ
い
て
は
、
収
容
定
員
の
一
〇
％
以
上
の
座
席
数
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
３
）
教
育
研
究
環
境
に
関
す
る
も
の

○ 

教
員
の
研
究
費

・
教
員
の
研
究
費
、
旅
費
（
海
外
旅
費
を
含
む
。）、
図
書
購
入
費
、
施
設
・

設
備
購
入
費
等
の
教
育
研
究
経
費
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究
の
活
性
化
を

図
る
観
点
か
ら
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
研
究
費
に

つ
い
て
は
、
一
定
額
（
当
面
、
一
人
当
た
り
の
積
算
金
額
が
大
学
三
〇
万

円
、
短
期
大
学
二
〇
万
円
）
以
上
措
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
十
分
な
共

同
研
究
費
、
在
外
研
究
費
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
研
究
費
に
つ
い
て
、
適
切
な
配
分
方
法
が
確
立
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
４
）
管
理
運
営
に
関
す
る
も
の

○ 

教
学
面
の
学
内
規
定

・
大
学
又
は
短
期
大
学
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
管
理
運
営
が
行
わ
れ
る
た
め
、

教
員
の
人
事
に
関
す
る
規
定
、
教
授
会
等
の
組
織
に
関
す
る
規
定
等
の
学

内
諸
規
定
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
設
置
後
の
質
保
証
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
認
証
評
価
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
大
学
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
一
四
年
の

答
申
を
受
け
た
そ
の
後
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
一
定
水
準
以
上
の
大
学
を
保

証
す
る
事
前
規
制
型
の
長
所
と
、
大
学
の
多
様
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
恒
常
的

に
大
学
の
質
の
保
証
を
行
う
事
後
確
認
型
の
長
所
を
あ
わ
せ
持
つ
も
の
と
な

っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に

関
し
、
各
要
素
の
役
割
と
相
互
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
検
証
し
、
そ
の
制
度
・

運
用
を
改
善
し
、
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

次
回
で
は
、
こ
の
準
則
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
大
学
の
多
様
な
取
り
組
み
と
、

設
置
認
可
に
お
い
て
生
じ
た
具
体
的
な
課
題
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。


